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衆議院選挙の公示にあたって 
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1. 「政策本位、政党本位の政治」を確立するために、改めて政権公約（マニフェス

ト）に基づく選挙戦を求めたい。とりわけ、各候補者は、それぞれの選挙区にお

いて、各党の政権公約に基づき選挙運動を展開することを望む。政権公約に掲

げられた政策と異なる政策を主張することは、候補者のみならず所属する政党

への信頼を損なうことになる。 

 

 

2. 今回の総選挙は、国民に政権選択を迫る選挙であり、投票率の向上は本質的

な課題である。すべての有権者が、各党の政策を吟味し、自らの判断で投票さ

れることを期待したい。その際、マスメディアは、これまで以上に政策比較の場を

設け、有権者に適切な判断材料を提供することを期待したい。 

 

以 上 

 


